
背景写真は、JR小田原駅前の「北条早雲像」

　
私
は
子
供
の
頃
か
ら
古
代
史
が
好
き
で
し
た
。日
本
の
古
墳
時

代
の
邪
馬
台
国
論
争
や
南
米
の
イ
ン
カ
文
明
、中
米
の
マ
ヤ
文
明

の
遺
跡
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。中
国
の
シ
ル
ク・ロ
ー
ド
の
攻

防
史
や
三
国
志
も
好
き
で
す
が
、実
際
に
目
の
あ
た
り
に
し
て
驚

愕
し
た
の
は
、秦
の
始
皇
帝
の
兵
馬
俑
博
物
館
の
光
景
で
す
。

　
当
社
は一
九
八
六
年
に
中
国
の
陝
西
省
西
安
市
に
中
国
の
企
業

と
光
フ
ァ
イ
バ
ー・ケ
ー
ブ
ル
の
合
弁
会
社（
現
社
名
：
西
安
西
古

光
通
信
有
限
公
司
）を
設
立
し
ま
し
た
。衆
知
の
如
く
、西
安
は

か
つ
て
の
長
安
で
、シ
ル
ク・ロ
ー
ド
の
起
点
と
し
て
栄
え
た
歴
史
の

街
で
す
。経
理
部
長
と
Ｃ
Ｆ
Ｏ
を
務
め
た
時
に
、連
結
決
算
対
象

会
社
で
あ
る
同
社
を
三
回
訪
問
し
ま
し
た
。二
度
目
の
出
張
の
時

に
兵
馬
俑
博
物
館
の一
号
俑
坑
、約
十
年
前
の
三
度
目
の
出
張
時

に
二
号
俑
坑
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
始
皇
帝
陵
は
、生
存
中
の
都
で
の
統
治
の
様
を
再
現
し
た
地
下

王
国
と
云
わ
れ
て
お
り
、兵
馬
俑
坑
は
始
皇
帝
を
守
る
べ
く
配
さ

れ
た
屈
強
な
秦
の
軍
陣
を
模
し
た
殉
葬
坑
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。兵
馬
俑
坑
は
約
八
千
体
の
陶
俑・陶
馬
と
と
も
に
、青
銅
器
の

世
界
で
も
あ
り
ま
し
た
。青
銅
兵
器
が
四
万
点
も
出
土
し
た
こ

と
に
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
が
、出
土
し
た
青
銅
剣
に
錆
あ
と
が
全

然
な
く
て
、製
造
時
と
変
わ
ら
な
い
光
沢
を
有
し
て
い
る
こ
と
に

大
き
く
魅
か
れ
ま
し
た
。解
説
書
に
よ
る
と
、剣
の
表
面
に
二
次

ク
ロ
ム
酸
塩
処
理
が
施
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。従
来
は
、こ
の
技

術
は
二
○
世
紀
の一
九
三
○
年
代
に
確
立
さ
れ
た
と
見
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、何
と
約
二
千
年
以
上
も
前
に
発
明
さ
れ
て
い
た
も
の
と

判
明
し
ま
し
た
。更
に
目
が
釘
付
け
に
な
っ
た
の
は
、二
号
俑
坑

か
ら
発
見
さ
れ
修
復
後
に
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
陳
列
さ
れ
た
二
台
の

銅
馬
車
で
し
た
。各
馬
車
は
共
に
三
千
点
余
り
の
部
品
を
組
み

合
わ
せ
た
精
巧
な
芸
術
品
で
し
た
。特
に
印
象
的
で
あ
っ
た
の

は
、一
号
銅
馬
車
の
御
者
を
雨
や
陽
射
し
か
ら
守
っ
て
い
る
傘
蓋

で
し
た
。案
内
人
の
言
に
よ
る
と
、傘
の
骨
の
集
合
部
は
現
在
の

伸
銅
の
冶
金
技
術
で
も
再
現
が
難
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
私
は
文
科
系
出
身
な
の
で
、技
術
難
度
の
真
偽
は
良
く
判
り

ま
せ
ん
が
、も
し
現

時
点
で
も
こ
の
技
術

が
未
解
明
の
ま
ま
で

あ
る
な
ら
ば
、将
来

の
大
き
な
楽
し
み
に

な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。日
中
両
国
の
伸

銅
業
界
が
協
力
し

て
こ
の
技
術
の
解
明

に
取
組
め
れ
ば
、こ

れ
ぞ
ま
さ
し
く「
カ

パ
ー
ロ
マ
ン
」と
い
え

る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

「
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銅
の
歴
史
物
語

分
業・専
門
特
化
し
た
匠
の
技
を
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
銅
像
な
ど
に
活
か
す

高
岡
銅
器

ユ
ー
ザ
ー
訪
問

新
幹
線
に
快
適
な
通
信
環
境
を
も
た
ら
す

銅
管
を
使
用
し
た「
漏
洩
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
」

リ
レ
ー
随
想

善
光
寺
如
来
と
金
銅
仏

若
麻
積
　
敏
隆

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

信
頼
性
と
施
工
性
を
高
め
る
新
た
な
挑
戦

建
築
用
銅
管
の
明
日
を
つ
な
ぐ

カ
パ
ー
ワ
ー
ル
ド

意
外
な
と
こ
ろ
に
ユニ
ー
ク
な
活
用
と
技
!

こ
だ
わ
り
の
答
え
は
、銅
に
あ
り
!
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全国から高岡に、キャラクター銅像の依頼が殺到
　“高岡銅器”で知られる富山県高
岡市。その歴史は、1611年に前田利
長が産業振興のため7人の鋳物師
を高岡に連れてきたことにはじまる。
以来、400年以上、高岡は工芸品や
仏具・仏像をはじめとした銅鋳造の
町として栄えてきた。市の中心部に
ある金屋町には、格子作りの家が軒
を連ねた昔ながらの風情ある町並み
が保存され、いまも鋳造、色付け、彫
金などの職人が現役で活躍してい
る。そんな高岡に、町おこしの起爆剤として注目される“キャラクタ
ー銅像”の依頼が、全国から舞い込んでいる。確かに日本最古の
銅像である兼六園の日本武尊は、高岡の職人がつくっているが、
なぜ高岡は銅像に強いのか。東京都JR亀有駅前の「こち亀の
両さん銅像」を製作した株式会社竹中銅器にお話を伺った。

製造過程を分業し、それぞれ腕を磨いてきたことが強み
　「キャラクター銅像のブームは、鳥取
県境港がゲゲゲの鬼太郎の銅像で町
おこしをはじめたことがきっかけで、そ
れに拍車をかけたのが“こち亀”で知ら
れる東京亀有の両さん銅像。亀有に
は全国の商工関係者が見学に訪れた
そうです」と営業部 取締役部長鉢呂
氏。（株）竹中銅器は、歴史上の人物や両さんをはじめ、キャラク
ター銅像を、日本全国に2000体以上を納めている。敦賀にはスリ
ーナインや宇宙戦艦ヤマトが二十数体、最近では葛飾区の依頼
でキャプテン翼の銅像も手がけた。「元 う々ちは、色付け業からは
じまった会社で、いまは卸業に移行しています。簡単にいうと工場
を持たないメーカーです」。卸業とは、銅器や銅像の総合プロデ
ュース。まずどういった製品が需要にマッチしているかを考え、デ
ザインを行う。それを当社指定の製造工場で鋳物にしてもらい、

色付けをし、完成させて売り込んでいく。「このデザインを行うのが、
原型師や作家先生で、他社は1人か2人ですが当社には10人以上い
ますので、依頼された予算や内容に合わせて幅広い対応ができます」。
　そもそも高岡は、地金、原型、鋳造、加工、仕上げ、彫金、着色
と製造過程を分業し、それぞれ専門の職人・会社が技を磨いてき
た歴史を持つ。その匠の技が、2次元の世界を3次元に表現する
仏像・銅像の伝統工芸となり、いまはキャラクター銅像に活かされ
ている。しかし、この分業・専業化が、高岡銅器が今後も継続でき
るかの、諸刃の剣にもなっているとか。

400年続いた高岡銅器を
次の500年につなぐ工夫
　「問題は、技術者の高齢化です」と
話すのは、高岡市デザイン・工芸セン
ターの高川 昭良所長。「高岡市では、
後継者育成の養成スクールを開き、骨
のありそうな若者には親方がマンツー
マンで指導にあたり、伝統技術を伝えようとしています」。しかし、
問題はそれだけではない。「高岡銅器は、分業化により原型、鋳
物、彫金など、それぞれが専門特化して素晴しい発展を遂げまし
た。しかし、いくら希少な技術でも、いまは需要が減り、これまでの
仕事だけでは苦しくなっています」。分業されているため、その会
社がなくなると、その技がそこで途絶えてしまう恐れもある。「キャ
ラクター銅像のように“そこにないものを、立体の形にできる”のが
私たちの強みです。新しい時代のニーズやライフスタイルに合っ
た新商品の開発・提案を行い、それをアピールする雑誌を発行し
たり、また文化財修復と
いうプロジェクトも立ち上
げるなど工夫を凝らして
います。400年続いた高
岡銅器の匠の技を後世
に伝え、次の500年につ
なげることが、私たちの
使命です」。

株式会社竹中銅器 営業部
取締役部長　鉢呂 克彦氏

竹中銅器の手になる両さん、キャプテン翼像

路面には銅片も埋め込まれ、
銅の町の雰囲気を演出している

高岡市デザイン・工芸センター
所長　高川 昭良氏
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